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令和３年 11 月 12 日 

定例記者会見資料 

吉祥寺本町２丁目４番先道路陥没について 

 

■道路陥没の状況 

○位置 吉祥寺本町２丁目４番先  

○発生日時 令和３年１１月２日(火) 午前６時頃 

○規模 延長約 10ｍ、幅約２ｍ、深さ４～５ｍ程度 

○状況 

陥没が生じた道路と隣接する建築現場の境界にある

既存地下外壁が建築現場側に傾き、そこに土砂の流出

がありました。二次被害の防止とともに、陥没が生じ

た道路を早期復旧するために、１１月２日(火)夜間か

ら、２４時間体制で建築業者により建築現場側の埋戻

し工事を実施してきました。併せて、既存上下水道管の撤去、道路側の埋戻し工事、水道の

仮復旧が完了し、本日、ガスの復旧工事を実施しています。 

 

※周辺道路の路面下空洞調査 

・令和元年度に実施した路面下空洞調査では、陥没箇所の路線で空洞は発見されていません。 

・１１月２日(火)陥没事故後に、国土交通省が実施した路面下空洞調査では、陥没箇所の路

線の北側区間及び市道第１０２号線（大正通り）で異常箇所は発見されていません。 

・１１月７日(日)に、ごみ収集車の撤去作業に先立ち、陥没箇所から北側交差点までの区間

の路面下空洞調査を実施しましたが、異常箇所は確認されませんでした。 

 

■陥没の原因 

陥没状況を踏まえ、隣接する建築現場との因果関係については、調査中です。 

 

■近隣住民等への対応 

１１月２日(火)～： 

建築業者を中心に「緊急工事のお知らせ」の投函とともに個別の聞き取りなどを実施 

１１月６日(土)： 

 市より「現状や今後の対応など」のお知らせビラを投函 

１１月１１日(木)： 

 市より「緊急夜間工事のお知らせ」を投函 

 

■これまでの経過と予定 

１１月２日(火) 午前６時２０分頃武蔵野警察署より連絡があり市職員が現場へ直行 

各企業者へ指示 

水道、ガスは、既存管の破損の可能性も考慮し、バイパス管を設置 

建築業者と応急対応について現場で協議（隣接する建築現場から埋戻し工事開始）

「吉祥寺本町２丁目道路陥没に伴う庁内対策会議」を設置、第１回会議を開催（被

害状況、対応状況、情報共有） 
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１１月３日(水) 建築業者と協議（工程調整等） 

１１月４日(木) 第２回庁内対策会議を開催（対応状況、情報共有） 

水道・下水道・ガス企業者と工程調整 

１１月５日(金) 第３回庁内対策会議を開催（対応状況、情報共有） 

１１月８日(月) ごみ収集車撤去 

建設委員会で行政報告 

第４回庁内対策会議を開催（対応状況、情報共有） 

１１月９日(火) 下水道管の撤去及び仮止め、水道管の撤去 

雨天のため午後の作業を延期し、その後の復旧工事工程の再調整 

１１月１０日(水) 埋戻し工事を再開 

１１月１１日(木) 水道仮復旧工事 

第５回庁内対策会議を開催（対応状況、情報共有） 

１１月１２日(金) ガス復旧工事、舗装仮復旧工事 

１１月１３日(土) 交通開放 

  ※１２日及び１３日については、現時点での予定です。 

 

■問い合わせ  都市整備部道路管理課  ０４２２－６０－１８５７ 


